
 
「夢はかなう。もし追い続ける勇気があるなら」 ウォルト ディズニー 

 

履き物を揃える 

左の「はきものをそろえる」は第２校舎の２階の東側の廊 

下に掲示されています。私も幼い頃から家に帰ってきたとき 

にいつも母親から靴を揃えなさいと躾けられました。 

 「はきものをそろえる」は永平寺・道元禅師の「教え」に 

由来するそうですが、この精神は、道端にゴミが落ちていた 

ら拾う、手洗い場が汚れていたら雑巾で拭
ぬぐ

う、ということと 

同じだと思います。その小さな心遣いが、家庭で、学校で、 

職場で展開されたなら、どんなにか素晴らしいことでしょう。 

またこの「教え」と同じ意味で『脚下照顧（きゃっかし 

ょうこ）』というのがあります。 

『脚下照顧』と書かれた札が禅寺の入口に下がっていま 

す。「足元の靴がどうなっているか振り返って見て、揃えな 

さい」という意味にとれますが、もっと深い意味があるそう 

です。 

脚下とは自分の足元、「我が身」、「我が心」、照顧とは「振 

り返りよく考えること」です。他人の悪口はつい口から出て 

しまいます。私達はよく簡単に人を批判したり、悪口を言っ 

てしまいます。しかし自分は他人の批判ができるほどの人間 

なのか、自分はどうなんだと振り返らなければならないと戒 

めているのです。 

「脚下照顧」、「靴を揃えること」、「いただきます」や「ご 

ちそうさま」、簡単なことですが、この小さな毎日の行いの 

積み重ねがいかに大切かがようやくこの年齢になってわか 

ってきました。家庭でのこの躾は、皆さんがこれから人生を 

切り開いていく上で身に付けておかねばならないひとつで 

す。 

５分早く行動しよう！ 

毎日校門に立って生徒の皆さんから「おはようございます」と明るい挨拶を返してもらい、また

元気ももらい１ヶ月半が経過しました。 

８時１５分を過ぎると登校する生徒は急に少なくなります。５分前行動の意識が徐々に浸透して

いるからではないでしょうか 

５分前行動がとれるということは、皆さんの意識が変わってきた証拠です。 

アメリカ大リーガーで活躍している松井選手が高校時代に指導を受けた、野球部、山下監督の言

葉を思い起こします。 

「「「「心心心心がががが変変変変わればわればわればわれば行動行動行動行動がががが変変変変わるわるわるわる    行動行動行動行動がががが変変変変わればわればわればわれば習慣習慣習慣習慣がががが変変変変わるわるわるわる    習慣習慣習慣習慣がががが変変変変わればわればわればわれば人格人格人格人格がががが変変変変わわわわるるるる    

人格人格人格人格がががが変変変変わればわればわればわれば運命運命運命運命がががが変変変変わるわるわるわる」」」」    

今、皆さんの５分前登校の行動は第１段階で、多くの生徒が実践できています。 

第２段階は行動が変われば習慣が変わるということですが、いま、まさに皆さんはその段階をク

リアーしようとしています。 

第３段階は習慣が変われば人格が変わります。人格が変わるということはどういうことでしょう

か。 

人格とは英語で Personality。訳すると、「個性」とか「性格」になりますが、皆さんにとって一

番わかりやすいのは「性格」でしょうか。性格が変われば、その変化を一番に感じ取るのは家族で

しょう。次に、友達や先生方でしょうか。要はあなたを中心にあなたに親しい人ほどあなたを見る

目が変わっていくということでしょうか。ということは周囲のあなたに対する評価が変わるという

ことになり、あなたの将来が変わる＝運命が変わるということになります。 

たった５分早く行動することで、あなたの将来が変わります。５分早く行動することで自分自身

の未来を自ら変えることが出来ます。 

３月１１日に起きた東日本大震災は日本人の意識を大きく変えようとしています。この変化は日

本に新たなる行動を引き起こし、日本人の生活習慣を変えようとしています。「手っ取り早く」「簡

単」「便利」を見直す時期に来ています。日本の運命を、将来を変えようとしています。今、我々

はその真っ直中にいることだけは事実です。 

 

 

 

 

校長室より             第２１号    

「「「「天空高天空高天空高天空高きききき」」」」                     
平成２３年５月２５日 
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常識テスト(地名朝テスト)にチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ！！！！    

 付属中では昭和５４年(１９７９年)頃は朝読書ではなく、朝テストというのを毎週実施していました。

内容は英語・数学・国語・理科・社会と常識テストでした。常識テストは第２代校長の山本真喜雄先生

が出題され、全校生徒（中１～中３、１７８名）に行っていました。高校生の皆さんもチャレンジして

みてください。当時の生徒は８０点以上が４７名(中３―２１名、中２―１５名、中１―１１名)いまし

た。皆さんは何点取れましたか。 

 

高水高等学校・同付属中学校 校長  前 田 茂 雄 


